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日本語教員養成と日本語学習に資する双方向授業
―H27年度のreflective journalの分析から―
安　原　順　子
１．はじめに
　本研究の目的は、最終的にｅポートフォリオ注１の活用により、パソコンやスマート
フォンを使用したオンライン上の双方向授業を中心に、日本語教員養成と日本語学習に資
する授業プログラムを構築することにある。reflective journal（学習ダイアリー）注２を使
用する双方向授業を生かし、海外の大学との間で日本語教員養成と日本語学習に資する双
方向授業を実施し、さらに、ｅポートフォリオに学生が提出したreflective journalや教案
を質的に分析注３することで、その有効性を明らかにする。
　異文化間コミュニケーションの一形態である外国文化・外国人との接触は、一方向的な
ものではなく双方向的でなければならない。日本語教育・日本語学習において、双方向に
有益となる学習プログラムは、今後、遠隔授業の一形態としても必要とされるものである。
２．研究の背景と経緯
　外国人への日本語教育分野においても、その他の外国語教育分野と同様に、マルチメ
ディアを使用した教育の実践は進展が著しい。国内では、㈳私立大学情報教育協会の主催
で「教育改革・IT戦略会議」が毎年開催され、ポートフォリオ、e-learning、iPad、携帯
電話、ブログなどを使用した日本語教育の試みも多数報告されている。
　国外では、近年、2012世界日本語教育大会ICJLE名古屋、2014世界日本語教育大会ICJLE
シドニーが開催され、国内外の日本語教育において、マルチメディアを使用した日本語教育
への関心は高まっている。しかし、日本語教育が、教える側･教えられる側からの一方向的な
教育の形態では、日本人学生･外国人学生が長期間学習意欲を持ち続けることは困難であった。
　このような現状を踏まえて、2008年度より、神戸女子大学と提携校であるニュージー
ランドのオークランド工科大学（以下AUTと略す）間で、AUTonline（AUTが管理する
e-learningシステム）を使用した双方向授業を試行した。
　本研究代表者が実施した双方向授業では、神戸女子大学の日本語日本文学演習Ⅱ受講生
には、実践を通した学生の日本語教育への意欲の向上が見られた。また、AUTの日本語
授業受講生には、授業の課題作文提出数の増加が見られるなど、双方に一定の成果がみら
れた。つまり、双方向授業の形態が日本人日本語教員の養成と外国人の日本語学習におい
て効果があると実証できたのである。
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　異文化間コミュニケーションにおいてオンライン上の双方向授業とreflective journal
（学習ダイアリー）を使用することでは、その効果を質的に分析し、その有効性は実証され
ている。しかしながら、それだけでは、十分な知識と指導力を持った日本語教員の養成や日
本語学習者の育成にはつながらなかった。そこで、これまでの双方向授業の研究成果を踏ま
えて、新たに学習成果の集大成としてｅポートフォリオを使用した双方向学習プログラムを
構築し、遠隔授業の一形態としても必要とされる授業モデルを研究対象とすることにした。
３．研究の意義　
　これまでの研究では、海外の大学との双方向学習プログラムを対象とした研究報告はほ
とんどなく、したがって授業モデルの構築にも至っていない。本研究は、授業における実
践を研究対象とし、海外との交流が増加する中、遠隔授業の一つとしての授業モデルを構
築するところに特色がある。
　本研究の独創的である点は、以下の点である。
　⑴双方向授業の形態をｅポートフォリオとして活用し、授業モデルを構築している点。
　⑵reflective journalの使用とそのｅポートフォリオ化により、学生自身の「学びの気づ
き」を重視している点。
　使用する質的分析は、SCAT（Steps for Coding and Theorization）と称される分析方
法であるが、現在AUT研究者が使用しているThomas（2006）注４の使用も検討する。
　文字を使用する双方向授業、音声を使用する双方向授業を中心に、AUT（オークラン
ド工科大学）研究者とともに学習プログラムモデルの試案を作成し、実施する。学習者の
reflective journal、指導案、レポートを、その他の資料とともにｅポートフォリオ化して
保存し、質的に分析し、AUT研究者と協力して、双方向からの視点で分析を行う。プロ
グラムの有効性について検証し、さらに改良を加え、構築したｅポートフォリオを活用し
た双方向学習プログラムが他の機関での授業モデルとなるようにする。
４．研究方法
　研究対象となる授業の試行と連携教育を行う。大学３年生を対象に、１年間に２種類の
授業を行い、授業を通した日本語指導者の育成方法とreflective journalを質的に分析した
結果から学習の有効性を検証する。reflective journalをeポートフォリオの一部として活
用し、質的に分析する。また、その内容をチェックし、必要な助言を与えることで、効果
的に日本語教員を育成する方法論を明らかにする。
 
（1）eポートフォリオに提出した以下の対象授業のreflective journal、指導案、レポート
などを分析し、自己評価、相互評価、教師による評価を行う。
（3）
（2）双方の学生は、以下の授業に参加し、毎週各自が学習を自己評価して、その結果を
reflective journalとして双方向授業ではAUTonlineに提出、常時「学習の振り返り」を行う。
（3）神戸女子大学学生は、外国人日本語学習者の使用する日本語から、文法・音声の誤用に
ついてレジュメにまとめて授業で発表し、eポートフォリオとして提出する。
対象となる授業１：
対象者：神戸女子大学…３年生の日本語日本文学演習Ⅱ（日本語教育ゼミ）
　　　　AUT…３年生主体のJapanese in the Global World（JGW、AUT日本語科では最上級
　　　　　　　 レベルの本語クラスで、ヨーロッパ言語共通参照枠CEFR・B２レベル相当する）
参加予定学生：神戸女子大学…約10名（日本人学生および留学生）、AUT…約10 名
授業内容：双方向授業…AUTonline使用し、実施する。
双方向授業のテーマ：「ソトから見た日本人、ウチから見た日本」、「海外長期滞在と移住」など。
AUT と神戸女子大学生でグループを作り、グループごとに一つのブログを用意する。
　⑴ブログ使用の授業: 文字を使用する双方向授業
　　①AUT 学生は２週間ごとに各テーマについての課題作文をブログに書き込む。
　　②神戸女子大学生は、それに対するコメントをブログに書き込む。
　⑵スカイプ使用の授業: 音声を使用する双方向授業
　　①担当教員がスカイプ注５でのインタビューを設定し、ブログのテーマに沿って日本人学
　　　生が用意し、ブログ上に書き込んだ質問に答える。１グループ約10分間の交流を行う。
対象となる授業２：日本語模擬実習、日本語チューター
参加予定学生等：神戸女子大学３・４年生
授業内容：日本語指導の実践…eポートフォリオを通して実習の指導を行い、教育実習案、
教材、reflective journalを提出する。
　⑴日本語模擬実習（海外教育実習を含む）
　　学内、海外でeポートフォリオを活用した日本語教育実習を実施する。
　⑵日本語チューター
　　　授業の一環として外国人留学生・研修生対象の１回完結型の日本語指導を毎週行う。
指導は、外国人が日本語で「～できる」ことを重視する。また、Plan（企画）、Do
（実施）、Check（点検）、Action（改善）というPDCAサイクルを重視し、常に外
国人のニーズの変化に対応できるようにする。
５．質的分析の試み
　AUTonline上での交流は、reflective journalを含めたすべての記録が残っている。これらの資料を
特に異文化理解の観点を中心に、質的、量的に分析･比較した。詳細な分析例の一部を、表１に示す。
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番
号
発話者 テ　　ク　　ス　　ト
<1>テクスト中の
　注目すべき語句
<2>テクスト中の
　語句の言いかえ
<3>左を説明するよ
うなテクスト外の概念
<4>テーマ･構成概念 
（前後や全体の文脈を考慮して）
<5>疑問・課題
1 JS1
今回の作文が「海外移住について」ということだったのですが、ニュージーランドで
は、キャリアのために移住することは普通である、と知って驚きました。
海外移住
キャリア
移住することは普通
最 適 な 生 活 を 求
める
異文化接触と異文
化への理解
異文化接触を行う
ことで、新しい考
え方を知る
新しい考え方か
ら得られるもの
とは何か?
2 JS2
ニュージーランドは移民が多く、異文化に対して許容的であることが知れて良かった。
ニュージーランド国内で異文化に触れあえるのはいいと思った。
移民
許容
異文化に触れあえる
異なるものを受け
入れる
認め合う　気づき
異文化を知り、新
たな見方を得る
異文化と出会い、
多文化共生につい
て知る
多文化共生にお
けるプラス面と
は？
3 JS3
学習者が、どのようにして日本や日本語に興味を持つのかが分かって良かった。アニ
メやゲームがこれほどまでに日本の文化になっているとは感じていなかったため、驚
いた。
学習者　興味を持つ
分かって良かった
アニメ　ゲーム
文化　　驚いた
学習者の興味
日 本 の ア ニ メ 、
ゲーム
文化　驚き
日本語学習のきっ
かけと日本文化へ
の興味
日本語学習のきっ
かけが日本のさま
ざまな文化である
他にどのような
ことが、学習の
きっかけとなっ
ているのか？
4 JS4
質問をしたら、一生懸命考えて多くのことを話してくれます。わたしは、簡単にしか
答えられないので見習おうと思いました。
質問　一生懸命
話してくれる
見習おうと思いました
相手に真摯に向き
合う心
好感
異文化に接触し、
理解を深める
外国人との交流を
通し、その良さを
知る
異文化理解への
困難なさは、何
があるか？
5 JS5
出身の国は違うけれど、今現在ニュージーランドに居る学生は今いる国の方がいいと
いう答えだったことに少し驚いた。Skypeをしていて、改めて日本という国が好きだ
なと思った。また、ニュージーランドの学生は、海外に行ってみたいという気持ちが
強いのだと感じた。
出身の国
今いる国の方がいい
日本という国が好き
だな
海外に行ってみたい
という気持ちが強い
異文化を認める
多文化共生
異文化を認め、多
文化と共生し、自
国を大切にするこ
とも知る
異文化コミュニケ
ーションを通して、
日 本 の 良 さ を 見
直す
日本の良さは、
どのようなとこ
ろか？
6 JS6
様々な国籍、年齢の人が同じ大学で同級生として授業を受けているということは、日
本ではあまりないことなので知ることが出来てよかったと思う。
様々な国籍、年齢
同級生として
知ること　良かった
良さを知る
驚き
異文化に触れ、異
文化の良さを知る。
ニュージーランド
と日本の違いを知
り、知識を得る
違いを知ること
は、どのような
いぎがあるか？
7 JS7
就職活動の違いなどは知ることがなかったと思うので、知れてよかったです。 就職活動の違い
知れてよかった
異文化を理解する 異文化を理解し、
興味を持つ
母文化と異文化の
異なりを理解する
理解し、認め合う
うことにより、何
が得られるか？
8 JS8
国は違えど、同じ日本を愛する者同士で、意見交換や、それに応じて共感などできた
ことが良かったです。
日本を愛する者同士
意見交換
共感　良かった
日本への想い
共感する
異文化を認める
異文化を知り、互
いに認め合う
互いの文化を理解
する
双方の文化を知
る意義は？
9 JS9
卒業論文が無く、食堂が無い代わりにフードコートがあるなどの日本との違いが面
白かった。もっと、日本と同じことがあるのかなどを聞きたかった。
卒業論文が無く
食堂が無い
フードコート
違いが面白かった
聞きたかった
異文化への驚き
楽しみ
さらなる興味
異文化に触れて、
さらに深く興味を
持つ
違いを知り、認め
ることの大切さを
学ぶ
さらに興味を引
かれることは何
か？
10 JS10
国によって、文化が違う。留学するの間に日本の文化を体験し、日本人は礼儀正しい
と思う。
文化が違う
日本の文化を体験
日本人　礼儀正しい
異文化に触れる
日本人と日本文化
を再確認する
異文化に触れて、
異文化を理解する
異文化接触により、
新しい気づきを得
る。
気づきをどのよ
う に 活 か せ る
か？
表1．Ｈ27神戸女子大学学生のreflective journal分析例
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番
号
発話者 テ　　ク　　ス　　ト
<1>テクスト中の
　注目すべき語句
<2>テクスト中の
　語句の言いかえ
<3>左を説明するよ
うなテクスト外の概念
<4>テーマ･構成概念 
（前後や全体の文脈を考慮して）
<5>疑問・課題
1 JS1
今回の作文が「海外移住について」ということだったのですが、ニュージーランドで
は、キャリアのために移住することは普通である、と知って驚きました。
海外移住
キャリア
移住することは普通
最 適 な 生 活 を 求
める
異文化接触と異文
化への理解
異文化接触を行う
ことで、新しい考
え方を知る
新しい考え方か
ら得られるもの
とは何か?
2 JS2
ニュージーランドは移民が多く、異文化に対して許容的であることが知れて良かった。
ニュージーランド国内で異文化に触れあえるのはいいと思った。
移民
許容
異文化に触れあえる
異なるものを受け
入れる
認め合う　気づき
異文化を知り、新
たな見方を得る
異文化と出会い、
多文化共生につい
て知る
多文化共生にお
けるプラス面と
は？
3 JS3
学習者が、どのようにして日本や日本語に興味を持つのかが分かって良かった。アニ
メやゲームがこれほどまでに日本の文化になっているとは感じていなかったため、驚
いた。
学習者　興味を持つ
分かって良かった
アニメ　ゲーム
文化　　驚いた
学習者の興味
日 本 の ア ニ メ 、
ゲーム
文化　驚き
日本語学習のきっ
かけと日本文化へ
の興味
日本語学習のきっ
かけが日本のさま
ざまな文化である
他にどのような
ことが、学習の
きっかけとなっ
ているのか？
4 JS4
質問をしたら、一生懸命考えて多くのことを話してくれます。わたしは、簡単にしか
答えられないので見習おうと思いました。
質問　一生懸命
話してくれる
見習おうと思いました
相手に真摯に向き
合う心
好感
異文化に接触し、
理解を深める
外国人との交流を
通し、その良さを
知る
異文化理解への
困難なさは、何
があるか？
5 JS5
出身の国は違うけれど、今現在ニュージーランドに居る学生は今いる国の方がいいと
いう答えだったことに少し驚いた。Skypeをしていて、改めて日本という国が好きだ
なと思った。また、ニュージーランドの学生は、海外に行ってみたいという気持ちが
強いのだと感じた。
出身の国
今いる国の方がいい
日本という国が好き
だな
海外に行ってみたい
という気持ちが強い
異文化を認める
多文化共生
異文化を認め、多
文化と共生し、自
国を大切にするこ
とも知る
異文化コミュニケ
ーションを通して、
日 本 の 良 さ を 見
直す
日本の良さは、
どのようなとこ
ろか？
6 JS6
様々な国籍、年齢の人が同じ大学で同級生として授業を受けているということは、日
本ではあまりないことなので知ることが出来てよかったと思う。
様々な国籍、年齢
同級生として
知ること　良かった
良さを知る
驚き
異文化に触れ、異
文化の良さを知る。
ニュージーランド
と日本の違いを知
り、知識を得る
違いを知ること
は、どのような
いぎがあるか？
7 JS7
就職活動の違いなどは知ることがなかったと思うので、知れてよかったです。 就職活動の違い
知れてよかった
異文化を理解する 異文化を理解し、
興味を持つ
母文化と異文化の
異なりを理解する
理解し、認め合う
うことにより、何
が得られるか？
8 JS8
国は違えど、同じ日本を愛する者同士で、意見交換や、それに応じて共感などできた
ことが良かったです。
日本を愛する者同士
意見交換
共感　良かった
日本への想い
共感する
異文化を認める
異文化を知り、互
いに認め合う
互いの文化を理解
する
双方の文化を知
る意義は？
9 JS9
卒業論文が無く、食堂が無い代わりにフードコートがあるなどの日本との違いが面
白かった。もっと、日本と同じことがあるのかなどを聞きたかった。
卒業論文が無く
食堂が無い
フードコート
違いが面白かった
聞きたかった
異文化への驚き
楽しみ
さらなる興味
異文化に触れて、
さらに深く興味を
持つ
違いを知り、認め
ることの大切さを
学ぶ
さらに興味を引
かれることは何
か？
10 JS10
国によって、文化が違う。留学するの間に日本の文化を体験し、日本人は礼儀正しい
と思う。
文化が違う
日本の文化を体験
日本人　礼儀正しい
異文化に触れる
日本人と日本文化
を再確認する
異文化に触れて、
異文化を理解する
異文化接触により、
新しい気づきを得
る。
気づきをどのよ
う に 活 か せ る
か？
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　本研究の成果から、海外の日本語学習機関との新しい学習プログラムの構築と質の向上
が見込まれる。さらに、その結果が、双方向授業を使用した学習プログラムの構築へとつ
ながる。
　⑴学生が主体的に学習し、成果を実感できる。（自己評価）
　　学びについての気づき、学びの実感を得られ、今後の学びについても展望を得られる。
　⑵reflective journalの使用と分析、ｅポートフォリオ化により、学生自身に加えて、担
当教員も授業の効果や問題点を把握しやすい。（教員による評価）
　　授業の効果や学生の問題点の把握ができ、毎回の学生指導にも寄与することができる。
　⑶学生同士の相互評価が期待できる。（相互評価）
　　相互的な学習の内省が期待できる。　
６．まとめ
　本研究課題は、遠隔授業の一形態として、さまざまな学習者主体の学修プログラムにも
応用が可能であり、普遍性を持つ研究課題であると考えられる。主役は学習者であり、双
方向学習プログラムは学びを促進するツールとして活用でき、学びのネットワークの起点
となる。本研究を基礎研究として位置付ければ、さらに双方向学習プログラムの活用方法
が拡がり、波及的な効果も期待できる。さらに、神戸女子大学online manaba注６の試用を
検討する。今後は、まず、国内外の日本語教育機関間の交流形態を調査し、実態を明らか
にすることからはじめる。さらに今後は、以下の２点も明らかにする。
　⑴日本語教員養成と日本語学習者のため双方向学習プログラムモデルの構築と検証
神戸女子大学学生：双方向授業などを通し外国人の書いた日本語を読んだり、話した日
本語を聞いたりすることや、実際に外国人への日本語指導を通して得た知
識や指導力を、ｅポートフォリオの提出物から振り返る｡
A U T 学生：日本人学生と接して、日本語学習に対する学習姿勢にはどのように変化が
あったか。 
　⑵双方のreflective journalを質的に分析した結果から考察した学習効果の検証
注
注１　web上で、学習成果を体系的にまとめたものを指す。森本康彦（2011）「高等教育
におけるeポートフォリオの最前線」『システム制御情報学会誌』No10
注２　常時、各自が学習を自己評価し、その結果を提出、「学習の振り返り」を行うため
に使用する。
注３　大谷尚（2008）「４ステップコーディングによる質的データ分析手法」『名古屋大
学大学院教育発達科学研究科紀要（教育科学）』第54巻第２号。本研究課題のよう
（7）
な小規模データ分析に適した方法。　
注４ David R.Thomas（2006）“A General Inductive Analyzing Qualitative 
Evaluation Data”  
　　　American Journul of Evaluation, June 2006
注５　主としてコンピュータを使用した無料の通話システム。
注６　神戸女子大学のオンラインシステム。eポートフォリオとして資料管理や学習の振
り返りに使用する。
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